
▲中央図書館▲スポーツセンター▲わくわく健康プラザ ▲市役所本庁舎 ▲建設中の駅西口 ▲中央公民館（現生涯学習センター）▲感染防止対策を講じた市役所窓口 ▲子どもセンターあおぞら開館式

1970 年1980 年1990 年2020 年 2010 年 2000 年

▲市制施行式典▲幸町上空から東を望む（昭和 51 年）

東
久
留
米
市
50
年
の
あ
ゆ
み

市
の
で
き
ご
と

世
の
中
の
で
き
ご
と

日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪
万

博
）
開
催

日
清
食
品
が
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド

ル
を
発
売

札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
日
本
第

１
号
店
オ
ー
プ
ン

童
謡
「
お
よ
げ
!
た
い
や
き

く
ん
」
が
ヒ
ッ
ト

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

王
貞
治（
プ
ロ
野
球
）が
７
５

６
号
本
塁
打
で
世
界
新
記
録

新
東
京
国
際
空
港
（
現
成
田

国
際
空
港
）
開
港

ソ
ニ
ー
が
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を

発
売

モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

日
本
不
参
加

ロ
ー
マ
法
王
初
来
日

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火

災
発
生

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開

園グ
リ
コ
・
森
永
事
件

日
本
航
空
１
２
３
便
墜
落
事

故男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

国
鉄
分
割
民
営
化
、
J
R
発

足青
函
ト
ン
ネ
ル
、
瀬
戸
大
橋

開
通

天
皇
崩
御
。
新
天
皇
即
位
。

元
号
「
平
成
」
に

秋
山
豊
寛
さ
ん
が
日
本
人
初

の
宇
宙
飛
行
士
に

湾
岸
戦
争

東
海
道
新
幹
線
で「
の
ぞ
み
」

が
運
転
開
始

Ｊ
リ
ー
グ
（
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
）
が
開
幕

関
西
国
際
空
港
開
港

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件

携
帯
型
ゲ
ー
ム
機「
た
ま
ご
っ

ち
」
発
売

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

童
謡
「
だ
ん
ご
３
兄
弟
」
が

ヒ
ッ
ト

２
０
０
０
円
札
発
行

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発

生サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
本
・
韓
国
共
同
開
催

地
デ
ジ
放
送
が
東
京
、大
阪
、

名
古
屋
で
ス
タ
ー
ト

新
潟
県
中
越
地
震
発
生

日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
・
地

球
博
）
開
催

京
都
大
学
の
山
中
教
授
ら
が

ｉ
P
S
細
胞
開
発
成
功
を
発
表

緊
急
地
震
速
報
の
運
用
が
開

始日
本
で
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
が
発

売
さ
れ
る

裁
判
員
制
度
が
始
ま
る

公
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化

東
日
本
大
震
災

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
オ
ー

プ
ン

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録

御
嶽
山
で
大
規
模
な
水
蒸
気

爆
発
発
生

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
運
用
開

始熊
本
地
震
発
生

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
が

初
め
て
実
施
さ
れ
る

豊
洲
市
場
オ
ー
プ
ン

天
皇
譲
位
。
新
天
皇
即
位　

元
号
「
令
和
」
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大

市
制
施
行（
1０
月
１
日
。
人
口
７

万
７
６
２
３
人
）

第
八
小
学
校
開
校

第
十
小
・
南
中
学
校
開
校

第
1
回
総
合
防
災
訓
練
実
施

小
山
小
・
大
門
中
学
校
開
校

人
口
1０
万
人
突
破
。
神
宝
小
・

南
町
小
・
滝
山
小
学
校
開
校

本
村
小
学
校
開
校

東
久
留
米
消
防
署
新
庁
舎
完
成

（
現
庁
舎
）

下
里
小
・
下
里
中
学
校
開
校

中
央
図
書
館
オ
ー
プ
ン

市
民
憲
章
制
定

駅
東
口
踏
切
脇
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
道
路
を
整
備

竹
林
公
園
が
新
東
京
百
景
に
選

定成
人
式
で
漫
画
家
の
手
塚
治
虫

氏
が
記
念
講
演

平
和
都
市
宣
言
。
中
央
中
学
校

開
校

中
央
公
民
館
（
現
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）
オ
ー
プ
ン

群
馬
県
榛
名
町
（
現
高
崎
市
榛

名
地
域
）
と
姉
妹
都
市
提
携

多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会
設
置

東
久
留
米
駅
西
口
土
地
区
画
整

理
事
業
の
事
業
計
画
決
定

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

い
き
い
き
長
寿
都
市
宣
言

広
報
紙
に
四
コ
マ
漫
画
「
ハ
ロ
ー

来
芽
ち
ゃ
ん
」
掲
載
開
始

市
の
案
内
図
「
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

東
久
留
米
」
刊
行

柳
泉
園
組
合
に
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

東
久
留
米
駅
西
口
完
成

広
報
紙
８
月
1５
日
号
に
戦
後
５０

周
年
特
集
を
掲
載

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

市
役
所
本
庁
舎
を
新
築
し
移
転

（
現
庁
舎
）

東
久
留
米
駅
前
交
番
が
駅
東
口

に
開
所

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

市
の
移
り
変
わ
り
を
綴
っ
た
「
光

の
交
響
詩
」
の
写
真
展
開
催

小
・
中
学
校
完
全
学
校
週
５
日

制
実
施

駅
西
口
広
場
に
「
水
と
み
ど
り

の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
」
設
置

環
境
基
本
条
例
施
行

駅
の
富
士
見
テ
ラ
ス
が
「
関
東

の
富
士
見
百
景
」
に
選
定

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
オ
ー
プ

ン（
旧
滝
山
小
学
校
校
舎
を
改
修
）

市
が
舞
台
の
映
画
「
河
童
の
ク
ゥ

と
夏
休
み
」
が
公
開

落
合
川
と
南
沢
湧
水
群
が
「
平

成
の
名
水
百
選
」
に
選
定

「
平
成
の
名
水
百
選
」
選
定
記

念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
刊
行

湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大

会
ｉ
ｎ
ひ
が
し
く
る
め
開
催

湧
水
・
清
流
保
全
都
市
宣
言

東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
職
員

中・長
期
派
遣（
令
和
２
年
ま
で
）

国
体
の
山
岳
競
技
会
が
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

上
の
原
地
区
土
地
利
用
構
想
策

定東
久
留
米
駅
開
駅
１
０
０
周
年

市
の
観
光
マ
ッ
プ
「
み
つ
け
た

東
久
留
米
」
を
刊
行

「
東
久
留
米
の
名
木
百
選
」
が

決
定

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら

オ
ー
プ
ン

上
の
原
地
区
に
商
業
施
設
が

次
々
オ
ー
プ
ン

市
制
施
行
５０
周
年
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

昭
和

４５
年

４６
年

４７
年

４８
年

４９
年

５０
年

５１
年

５２
年

５３
年

５４
年

５５
年

５６
年

５７
年

５８
年

５９
年

６０
年

６１
年

６２
年

６３
年

６４
年
平
成

元
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

７
年

８
年

９
年

１０
年

１１
年

１２
年

１３
年

１４
年

１５
年

１６
年

１７
年

１８
年

１９
年

２０
年

２１
年

２２
年

２３
年

２４
年

２５
年

２６
年

２７
年

２８
年

２９
年

▲東久留米駅駅舎
　昭和44年（1969年）　出典：光の交響詩

滝山団地・久留米西団地
　昭和44年（1969年）
　出典：光の交響詩

東

久

留

米

の

歴

史

〜
村
か
ら
町
、
町
か
ら
市
へ
〜

　
東
京
近
郊
の
農
村
の
姿
を
留
め
て
い
た
久

留
米
村
は
、
第
2
次
大
戦
後
人
口
が
増
加
し
、

昭
和
30
年
（
1
9
5
5
年
）
に
は
1
万
人
に

達
し
ま
し
た
。

　
昭
和
31
年
（
1
9
5
6
年
）
に
町
制
が
施

行
さ
れ
、
30
年
代
後
半
か
ら
、
ひ
ば
り
が
丘

団
地
・
東
久
留
米
団
地
・
滝
山
団
地
・
久
留

米
西
団
地
な
ど
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
人
口

は
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
昭
和
35
年

（
1
9
6
0
年
）
に
約
1
万
9
0
0
0
人
だ

っ
た
人
口
は
、
昭
和
45
年
（
1
9
7
0
年
）

に
は
約
7
万
8
0
0
0
人
と
な
り
4
・
1
倍

の
増
加
を
記
録
し
、
日
本
で
最
も
人
口
の
多

い
町
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
45
年
（
1
9
7
0
年
）
10

月
1
日
に
東
京
都
で
22
番
目
の
市
と
し
て
「
東

久
留
米
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
1
8
6
8
年
に
明
治
政
府
が
誕
生
す
る
と
、

市
域
は
行
政
的
に
大
き
な
変
化
を
受
け
ま
す
。

　
明
治
2
年
（
1
8
6
9
年
）
に
は
品
川
県
、

明
治
5
年
（
1
8
7
2
年
）
に
は
神
奈
川
県

に
編
入
さ
れ
、
そ
の
後
数
度
の
変
遷
を
経
て
、

明
治
22
年
（
1
8
8
9
年
）
に
門
前
・
神
山
・

落
合
・
小
山
・
南
沢
・
前
沢
・
下
里
・
柳
窪

の
8
村
、
柳
窪
新
田
・
栗
原
新
田
・
各
飛
び

地
を
編
入
し
て
久
留
米
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
久
留
米
村
は
典
型
的
な
農
村
地
帯
で
し
た

が
、
そ
の
後
の
村
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
が
大
正
4
年
（
1
9
1
5
年
）
に

池
袋
―
飯
能
間
に
開
通
し
た
武
蔵
野
鉄
道
（
現

在
の
西
武
池
袋
線
）
と
、
東
久
留
米
駅
の
開

設
で
す
。
こ
の
駅
の
誕
生
に
よ
り
、
生
産
物

や
物
資
の
流
通
が
進
み
、
人
の
往
来
も
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
2
年
10
月
1
日
、
東
久
留
米
市
は
昭

和
45
年
10
月
1
日
の
市
制
施
行
か
ら
50
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
写
真
な
ど
で
東
久
留
米
の
あ
ゆ
み
を

振
り
返
り
ま
す
。
昔
を
振
り
返
り
、
皆
さ
ん

は
何
を
思
い
出
し
ま
す
か
。

豆知識コラム

　明治22年（1889）に久留米村が誕生しましたが、その名称は市内を流れる「久
留米川（現在の黒目川）」から付けられたというのが一般的な説です。
　現在の黒目川は、江戸時代の文献や石碑に「久留目川」・「来目川」・「来梅川」
と書かれており、明治政府が編纂した『皇
国地誌』には「久留米川」と記されてい
ます。
　このように、普段親しまれていた川の
名前が村名になるほど東久留米は水の豊
かな場所なのです。
　昭和45年（1970年）に市制が施行され
ますが、福岡県久留米市と行政的な混同
を避けるためや、当時の町民から親しま
れていた駅名の「東久留米」を希望する
声も多く、現在の市名が決定しました。

市名の由来は？市名の由来は？

▲

▲鉄道（学園町一丁目・落合川鉄橋の手前）
　昭和47年（1972年）　出典：光の交響詩

市
制
施
行
か
ら
５０
年

市
制
施
行
か
ら
５０
年

昔、今、そして未来へ昔、今、そして未来へ昔、今、そして未来へ昔、今、そして未来へ
――昔を振り返り、皆さんは何を思い出しますか――――昔を振り返り、皆さんは何を思い出しますか――

今も昔も変わらないもの 昔の東久留米駅西口の様子
　畑が広がっていた東久留米駅の西側にも、平成 6年には
東久留米駅西口が完成し、段々と現在の風景に近づいてき
ました。毎年11月には市民みんなのまつりが開催され、多
くの人で賑わいます。また、東久留米市には武蔵野の自然
が色濃く残っており、貴重な清流と湧水群が身近にあります。 
 昔も今も、人々はにぎわい、水辺は憩いの時間を与えてく
れています。

今 今

昔

憩い

きずな・にぎわい▲
　

市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り

　
　

の
音
頭
や
神
輿
の
様
子

▲

▲落合川いこいの水辺

▲昭和47年（1972年） 郷土資料室所蔵写真 　　▲落合川（浅間町二丁目）　
　　　昭和44年（1969年） 出典:光の交響詩

　　　▲おみこし（滝山四丁目・滝山団地） 
　　　　昭和53年（1978年） 出典:光の交響詩

▲平成6年（1994年） 

▲平成4年（1992年）

写真 : 富士見テラスから見た富士山写真 : 富士見テラスから見た富士山

２
年

令
和
元
年
３１
年
３０
年

。

出典 : 光の交響詩出典 : 光の交響詩出典 : 光の交響詩出典 : 光の交響詩
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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。


